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高温高圧水による廃プラスチック熱分解油の改質 
                    新潟工科大学工学部物質生物システム工学科 





















～502.0℃；全塩素  62 ppm; 全窒素 1150 
ppm; 安息香酸  1100 ppm; フタル酸 210 
ppm; C6H5CN 1607 ppm; ε-カプロラクタム 
238 ppm; NH4+ 2 ppm. 
  反応器：両端を閉じた外径 1/2 in. SUS316 ステ
ンレス鋼管（内容積 4.0 cm3）。 
反応器に原料油 1.0 g と水 1.0 g を充填し､室温～
425℃(圧力 0.1013～33.2MPa)で 30 分加熱したと
ころ、温度が 150℃を超えると油の塩素含有量は
急激に低下し､300℃で 3 ppm, 400℃で 0 ppm とな
った。一方､室温処理で油の窒素含有量はほぼ
900 ppm に低下し､原料油に含まれる NH4+、
C6H5CN および ε-カプロラクタムが水に抽出されて
除去されることがわかった。油の窒素含有量は温






水溶液でほぼ 3 ppm だが塩基性水溶液で 0 ppm
であった。この様に、廃プラスチック熱分解油の脱
塩素および脱窒素反応にアルカリ金属水酸化物
図 1 水による改質 
油 1.0g + 水 1.0g; 反応時間＝30min. 
表 1 水相有機化合物量の挙動(mmol×104) 
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～325.0℃；全塩素 27 ppm;全窒素 927ppm; 安息
香酸 122 ppm;フタル酸 207 ppm;ε-カプロラクタム 
1461 ppm; NH4+ 7 ppm. 
反応器：外径 1/2 in. SUS316 ステンレス鋼管（2 
mm Raschig ring 充填）。 
改質反応は水の亜臨界条件下、水の飽和蒸気
圧より 0.5 MPa 高い圧力下に実施した。反応系は
完全な液相反応である。図 4 と図 5 に歴世礦油
（株）産中質油を用いた場合の改質結果を示した。
水を対油質量供給比 1、滞留時間 2.75 分で用いた
とき､油の窒素含有量は 250℃で 522 ppm, 325℃
で 411 ppm に低下したが､NaOH 水溶液を使用す
るとさらに低下した。例えば 0.10N NaOH を滞留時
間 5.50 分で用いたとき､油の窒素含有量は 300℃
で 73ppm, 325℃で 55 ppm と 100 ppm 以下に低下
した(図 4)。一方､油の塩素含有量は滞留時間 2.75 
～5.50 分、反応温度 275～325℃でいずれも 10  
ppm 以下に低下した（図 5）。 
 
 図 3 高圧流通式反応装置 
表 2 窒素収支と NH3 選択性 
図 2 金属塩水溶液による改質                    
反応温度＝350℃、塩濃度＝0.05N or 0.05M. 
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図 6 に滞留時間 4.0 分での札幌プラスチックリサ
イクル（株）産中質油の改質結果を示した。0.05N 
NaOH を対油質量供給比 1 で用いたき、油の窒素
含有量は 275℃で 73ppm、325℃で 38 ppmに低下
し､0.10N NaOH ではさらに低下した。一方、油の








図 5 歴世礦油産中質油の改質  
 改質条件は図 4 に同じ. 
表 3 燃料油特性の比較 
図 6 札幌産中質油の改質 
H2O or aq.NaOH/oil＝1/1(w/w),r.t.  
＝ 4.0 min.   
図 4 歴世礦油産中質油の改質     
H2O or aq.NaOH/oil＝1/1(w/w).○：  
H2O, r.t.＝2.75min;△：0.05N NaOH,  
2.75min;□：0.05N NaOH,r.t.＝5.50  
min;▽：0.10N NaOH,r.t.＝5.50min.  
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いる。 





式は脱塩素および脱窒素反応の結果に R2 = 
0.9988～1.0000(R = 回帰定数)で適合した。 
     x = xe + (x0 － xe)exp[－k(V/F)]    (1)                              













  k = kw[H2O] + kOH[OH－]       (2) 
反応条件下における水の活量係数と NaOH 水溶
液中のイオンの会合度を用いて反応速度定数 kw 
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